
 
 

一般社団法人慶應義塾大学医学部外科学教室同窓会刀林会 

令和 7 年第３回定例理事会議事録 

 

開催日時：令和 8年 3月 17日（火）18時 30分～19時 30分  

開催場所：臨床研究棟 3階外科学・脳神経外科学教室会議室又は Web形式 

理事総数：23名 

監事総数：2名 

出席理事数：17名 

出席監事数：2名 

出席理事：松本純夫（52）島津元秀（53回）小島正夫（55）宮原保之（56）小澤

壯治（60）古梶清和（63）戸田正博（66回）長泰則（69回）齋藤淳一（72）萬

谷京子（74相）藤野明浩（75）下島直樹（76回）岡林剛史（78）茂田浩平（85）

水野翔大（94） 

出席監事： 山田好則（53）木村成卓（79） 

同窓会係：山田洋平（81回）加勢田馨（85回相）  

（顧問弁護士）堤健太郎 

（事務局）本間敬子 

（議長）松本純夫（以上、松本理事長、本間（事務局）以外は Web出席） 

 

＜配布資料＞ 

資料 1 会費納入状況 

資料 2 令和 7年度学会支援募金 募金状況一覧 

資料 3 令和 8年刀林会総会スケジュール 

資料 4 刀林賞選考委員会規則改訂版 

資料 5 刀林賞受賞者一覧 

資料 6 新入会希望者一覧 

資料７ 卒後 50年会員一覧 

ｚ 

定刻に至り、理事長より本日の理事会が定足数をもって成立する旨を告げら

れ、議事が開始された。なお、議長は審議に先立ち、Web会議システムにより出

席者が一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明が出来る状態になっている

ことを確認した。 

 

＜報告事項＞ 

 財務委員会 委員長小澤壯治（60回） 

 小澤委員長は、2025 年 4 月から 2026 年 3 月 12 日までの会費納入状況を報告



 
 

し、現在は 7,928,000 円であり、予算の 8,000,000 円達成のため引き続き促す

と述べた。 

学会支援募金委員会 委員長木村成卓（79回） 

木村委員長は、第 52回日本潰瘍学会（吉田昌会長 69回相）の募金が終了し、

総額 50万円となったことを報告した。 

また、同委員長は、以下の学会について今後も募金を呼びかけ管理していくと

述べた。 

・第 42回日本小児外科学会秋季シンポジウム（渕本康史会長 66回） 

・第 62回日本移植学会総会（河地茂行会長 68回） 

・第 79回日本胸部外科学会定時学術集会（竹内裕也会長 71回） 

刀林新聞編集委員会 副委員長 齋藤淳一（72回） 

齋藤委員長は、2025 年 12 月に『刀林』126 号が発行されたこと、127 号の編

集会議が 3月 24日に予定されていることを報告した。 

 

＜決議事項＞ 

 

第 1号議案 令和８年総会の件 

議長は、資料３に沿って令和８年総会スケジュールの説明をし、これを議場に

諮ったところ、満場異議なく承認された。 

 

 

第 2号議案 刀林賞選考委員の件 

議長は、林田哲乳腺外科教授が刀林賞選考委員となることを提案し、これを議

場に諮ったところ、満場全員一致で承認可決された。 

 

 

第 3号議案 刀林賞選考委員会規則改訂の件 

議長は、資料４に沿って刀林賞選考委員会規則について、委員数を 12名から

13 名へ変更すること、現職の本教室の教授は当然に委員に就任することを内容

とする変更をすることを説明、提案し、これを議場に諮ったところ、満場一致で

承認可決された。 

 

 

第 4号議案 令和 7年度刀林賞選考結果の件 

島津元秀委員長は、3月 4日開催された選考委員会において、 

刀林賞 小澤広輝君（91回相、静岡県立がんセンター、一般・消化器外科） 



 
 

刀林奨励賞 工藤裕実君（94回、都立小児総合医療センター、小児外科） 

  〃    加藤宏周君（96回、慶應義塾大学病院、一般・消化器外科） 

の 3 名が選出されたことを報告した。議長がこれを議場に諮ったところ、満場

一致で承認可決された。 

 

第 5号議案 新入会者の件 

議長は、本会に下記 2 名の入会申請があったことを報告し、入会について議

場に諮ったところ、満場一致で承認可決された。 

記 

鮫島由友君（87回相） 埼玉病院 小児外科 藤野明浩教授推薦 

岡本譲二君（70回相） 日本鋼管病院 乳腺 林田哲教授推薦 

また、議長は、次回理事会にて、心臓血管外科 平塚市民病院 狩野安里君

（100回相）及び木下修君（80回相）の入会を審議することとなると報告した。 

 

第 6号議案 卒後 50年以上の会員の理事・評議員の件 

議長は、卒後 50年以上の会員についての理事・評議員の員数を見直し、これ

を内容とする評議員、役員候補者の各選出規則の改定が必要であると述べ、具体

的には、80 歳未満（会費納入）・80 歳以上 86 歳未満・86 歳以上のブロックに

分けて、それぞれ評議員、理事を選出することが提案された。 

議場では、人数の適否、年齢情報の正確な把握が課題として挙げられた。 

上記各規則の改定は、社員総会決議にて行うため、最終的に次回社員総会に提

出されることになった。 

 

第 7号議案 その他 

議長は、理事長経験者に対する、定款に基づく名誉会長ないし名誉理事長の称

号の付与の検討の必要性について述べ、𠮷野肇一元理事長に名誉会長の称号を

与えることが提案された。最終的に社員総会で正式に決定されるべきことを確

認した。 

 

議長は以上をもって本日予定した議事の終了を告げ、他に案件がないことを

確認後、午後 7時 30分閉会を宣した。 

 以上、理事会の議事の経過並びに結果が正確であることを証するため、議事録

を作成し、出席代表理事及び監事が記名押印する。 

 

 

 



 
 

令和8年3月17日 

一般社団法人慶應義塾大学医学部外科学教室同窓会 

議長 代表理事  松 本 純 夫 

 

 

 

出席監事  山 田 好 則 

 

 

 

出席監事  木 村 成 卓 

 

 


